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実践の現場で利用できる環境曝露予測モデルを、空間情報を用いて 2 つ構築した。第 1 のモデルは、空間情報を
利用した疫学調査のための大気汚染曝露予測モデルであり、第 2 のモデルは、空間情報を利用した洪水被害予測
モデルである。  
【大気汚染予測モデル】静岡県を対象地域とし、疫学調査のための空間情報用いた二酸化窒素  (NO2) と浮遊粒
子状物質 (SPM) の大気汚染曝露予測モデルの構築を Land Use Regression (LUR) modelを用いて構築した。結果、











ータから Watershed Area や、Water Stream などを計算し、それらをもとに、サイクロン直撃時、1 ヶ月後、2 ヶ月
後と、モデル構築を行った。被災情報としては、災害発生時に、天候の影響を受けず、迅速に情報の入手が可能
である ALOS PARSA の画像を用いた。  
サイクロン直撃時、1 ヶ月後、2 ヶ月後のモデルを構築することができ、また、標高データのみから作成され




















本研究の成果は国際学術誌 Science of the Total Environment 2009に掲載され、 Journal of 
Occupational and Environmental Health 2009 に掲載予定で、海外学術雑誌でも高い評価をされて
いる。 
我が国を含めた、アジア地域は今後とも環境汚染や災害(水災害・地震)の被害の大きい地域で
あり、国際保健学および環境保健学の分野においてこの研究の意義は高い。 
よって、本学位請求論文は博士 (環境学)を授与するに値する研究であると本審査委員会におい
て認めた。
